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会員紹介

　

益
田
市
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

で
従
事
し
、
２
０
２
２
年
に
独

立
さ
れ
た　

Ｏ
ｎ
Ｊ
Ｏ 

代
表 

八
谷
嘉
之
さ
ん
。
島
根
県
浜
田

市
を
拠
点
に
ブ
ラ
ン
ド
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ン
、
企
画
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
デ
ザ
イ
ン
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
、
写
真
撮
影
、
動
画
制
作
な

ど
幅
広
く
手
掛
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

―
「
Ｏ
ｎ
Ｊ
Ｏ
」
の
由
来
に
つ

い
て

　

 

『
Ｏ
ｎ
Ｊ
Ｏ
』
と
い
う
名
前

に
は
、
“
温
情
”
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
業
種
は
人
と
人
と
の
関
わ
り

に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
「
相
手
を

思
う
心
」
は
い
か
な
る
仕
事
に
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デ
ザ
イ
ン
で
地
域
の
未
来
を
創
る

お
い
て
も
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
い
根
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
初
心
を
常
に
自

ら
に
言
い
聞
か
せ
る
意
味
を
含

め
た
そ
う
で
す

―
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
つ
い
て

　

デ
ザ
イ
ン
業
界
で
は
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
そ
れ
ぞ
れ
が
特
殊
な
分

野
の
為
に
分
業
制
が
一
般
的
で

す
が
、
ど
の
分
野
に
も
興
味
が

あ
っ
た
為
、
写
真
・
動
画
・
イ

ラ
ス
ト
と
幅
広
く
経
験
を
積
ま

れ
た
こ
と
で
、
技
術
と
知
識
・

経
験
が
培
わ
れ
、
多
岐
に
渡
る

業
務
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
制
作
・
広
告

楳
体
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
に
、
企
業
紹
介
や

採
用
を
目
的
と
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
か
ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ま
で
幅
広

く
依
頼
を
受
け
ら
れ
て
お
り
、

サ
イ
ト
の
公
開
後
に
は
お
問
い

合
わ
せ
や
新
規
採
用
者
が
増
え

た
り
、
商
品
の
売
上
げ
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
前
を
上
回
る
な
ど

の
成
果
が
出
た
そ
う
で
す
。
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
だ
け
で
な
く
、
ポ

ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ロ

ゴ
制
作
、
商
品
撮
影
か
ら
紹
介

動
画
の
制
作
・
Ｐ
Ｒ
ま
で
幅
広

く
対
応
さ
れ
て
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

事
業
を
始
め
た
ば
か
り
の
今

は
、
ま
ず
地
元
の
皆
さ
ま
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一
に
考

え
て
お
ら
れ
。
そ
し
て
将
来
的

に
は　

「
デ
ザ
イ
ン
と
い
え
ば

八
谷
さ
ん
」
と
、
地
域
の
方
々

に
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
け
る

存
在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
「
デ
ザ
イ
ン
の
力
で

お
客
様
の
日
々
が
よ
り
良
い
方

向
へ
進
む
よ
う
に
」
そ
の
想
い

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々
の

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
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(2)第434号 令和7年9月15日（発行定日15日）

Ⅰ　

中
小
企
業
の
支
援
に
つ

い
て

Ⅲ　

観
光
振
興
に
つ
い
て

る
事
業
の
実
現
に
向
け
、
着
実
な

推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
浜
田
駅
周
辺
の
活
性
化

に
つ
い
て
は
当
所
と
し
て
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
等
対
策

に
取
り
組
む
の
で
、
構
想
の
実
現

に
向
け
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

Ⅳ　

都
市
基
盤
の

　
　
　

設
備
等
に
つ
い
て

 

1
．
石
央
物
流
団
地
の
機
能

　
　

充
実
に
つ
い
て

　

海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
浜
田
港
寄

港
は
、
市
民
に
と
っ
て
の
大
き
な

安
心
と
物
資
の
補
給
な
ど
に
よ
る

大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
も

の
と
一
層
期
待
が
強
ま
っ
て
い

る
。
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
物
資
補

給
基
地
誘
致
に
向
け
格
別
の
ご
高

配
を
お
願
い
し
た
い
。

浜
田
市
長
・
市
議
会
議
長
へ

の
要
望
書
提
出
（
要
旨
）

Ⅱ　

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

価
格
転
嫁
が
不
可
能
な
卸
売

業
・
小
売
業
を
対
象
業
種
と
し
た

外
注
運
送
費
の
実
費
に
対
し
３
％

を
助
成
す
る
制
度
を
創
設
し
、
事

業
者
の
負
担
軽
減
と
事
業
継
続
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

１
．
浜
田
港
の
機
能
充
実
と

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
人
材

不
足
や
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不

在
が
顕
著
で
あ
り
、
廃
業
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
。
多
様
な
承
継
方

法
の
事
例
や
、
承
継
方
法
に
応
じ

た
注
意
点
、
活
用
で
き
る
支
援
策

等
の
体
系
的
な
情
報
提
供
を
お
願

い
し
た
い
。

１
．
経
済
対
策
に
つ
い
て

１
．
経
済
対
策
に
つ
い
て

　

都
市
圏
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
国
・
県
に
働
き
か
け
ら

れ
、
公
共
工
事
に
積
極
的
に
投
資
す

る
な
ど
地
場
力
を
引
き
続
き
強
化
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
国
・
県
に
対
し
て

継
続
し
て
景
気
浮
揚
策
を
要
請
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
対
策
、
雇
用
対
策
、
地
域

活
性
化
対
策
等
に
つ
い
て
引
き
続
き

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

２
．
中
小
・
小
規
模
事
業
事
業
等　
　
　
　

　

の
事
業
継
承
支
援
に
つ
い
て

 

２
．
外
注
運
送
費
に
対
す
る

　
　

助
成
創
設
に
つ
い
て

　

(1)
脱
炭
素
推
進
に
関
わ
る
職
員

数
増
加
を
図
り
、
地
元
企
業
の
再

エ
ネ
導
入
や
省
エ
ネ
設
備
更
新
の

支
援
を
充
実
さ
せ
、
国
の
補
助
事

業
（
脱
炭
素
先
行
地
域
・
重
点
対

策
加
速
化
事
業
等
）
を
積
極
的
に

申
請
す
る
。
浜
田
市
の
財
政
に
頼

ら
ず
民
間
の
投
資
を
促
す
こ
と
で

地
域
事
業
者
の
仕
事
量
を
増
加
さ

せ
る

 

３
．
消
費
喚
起
と
需
要
拡
大
に

　
　

向
け
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き　

　
　

商
品
券
再
発
行
に
つ
い
て

　

滞
在
時
間
が
長
く
な
る
浜
田
漁

港
高
度
衛
生
管
理
さ
ば
き
所(

早

朝
の
競
り
等)

の
見
学
・
体
験
ツ

ア
ー
や
観
光
客
が
実
際
に
漁
船
に

乗
っ
て
漁
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
な

ど
、
体
験
型
観
光
商
品
造
成
へ
の

運
営
、
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

 

２
．
見
学
ツ
ア
ー
、
体
験
型

　
　

観
光
商
品
造
成
へ
の　

　
　

運
営
、
支
援
に
つ
い
て

来
訪
者
に
優
し
く
丁
寧
な
お
も
て

な
し
と
し
て
の
浜
田
ら
し
い
サ
イ

ン
の
設
置
・
統
一
は
必
須
で
あ
る
。

既
存
の
サ
イ
ン
の
更
新
に
向
け
て

は
具
体
的
な
仕
様
を
お
示
し
い
た

だ
き
た
い
。

海
外
に
向
け
、
そ
の
魅
力
を
学
術

的
に
発
信
す
る
た
め
に
石
見
神

楽
の
保
存
・
拠
点
施
設
の
早
期
整

備
を
お
願
い
し
た
い

 

５
．
地
域
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
人
材
成

　
　

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
高
度
化　

　
　

に
向
け
た
推
進
体
制
の
強
化  

　

石
央
物
流
団
地
は
、
浜
田
地
域

中
核
物
流
拠
点
整
備
と
し
て
平
成

３
年
、
事
業
主
体
で
あ
る
島
根
県

土
地
開
発
公
社
が
造
成
し
た
。

　

更
な
る
機
能
の
充
実
に
向
け
、

以
下
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

　

水
産
関
連
産
業
に
お
い
て
は
、

就
業
者
数
の
減
少
と
高
齢
化
の
進

行
が
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
水
産

関
連
業
界
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就

労
移
住
者
の
募
集
強
化
と
就
労
希

望
者
へ
の
住
居
等
生
活
環
境
支
援

の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

　

山
陰
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た

剣
先
イ
カ
や
バ
ト
ウ
、
ア
ナ
ゴ
、

ア
ン
コ
ウ
な
ど
の
魚
種
に
つ
い
て

魚
価
ア
ッ
プ
と
認
知
度
向
上
の
た

め
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
お
願
い
し
た

い
。 （3）

浜
田
水
産
ブ
ラ
ン
ド
の
見
直
し

に
つ
い
て

　

「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
運
動
」
更
な
る
利

用
促
進
ま
た
、
低
所
得
者
世
帯
へ

の
生
活
支
援
と
し
て
「
浜
田
市
共

通
商
品
券
」
を
配
布
す
る
な
ど
ご

検
討
を
頂
き
た
い

　

城
山
は
文
化
保
護
法
に
よ
り
規

制
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
で
き

る
こ
と
が
限
ら
れ
る
が
、
周
囲
を

ま
わ
る
道
は
落
石
の
あ
る
地
点
や

狭
い
箇
所
が
多
々
あ
り
、
管
理
し

き
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
市

が
中
心
と
な
っ
て
観
光
地
と
し
て

の
活
用
法
に
つ
い
て
検
討
を
お
願

い
し
た
い
。

 

５
．
重
要
港
湾
浜
田
港
の　
　

　
　
　

機
能
充
実
に
つ
い
て

　

圏
域
の
経
済
活
動
を
支
え
る
物

流
拠
点
と
し
て
、
早
期
に
船
舶
大

型
化
に
対
応
し
た
岸
壁
整
備
等
港

湾
機
能
の
強
化
を
促
進
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
。
現
在
竣
工
中

の
新
北
防
波
堤
、
臨
港
道
路
福
井

埠
頭
長
浜
線
に
つ
い
て
は
、
早
期

に
完
成
す
る
よ
う
に
引
き
続
き
整

備
促
を
お
願
い
し
た
い

　

令
和
７
年
度
内
に
「
浜
田
市
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
行
政
・

教
育
・
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
指
針

の
明
示
、
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
の
た
め

島
根
県
立
大
学
や
専
門
機
関
と
の

連
携
、
世
代
別
の
教
育
・
講
座
・

リ
ス
キ
リ
ン
グ
、
専
門
機
関
と
連

携
し
た
意
識
調
査
や
ニ
ー
ズ
調
査

の
早
期
実
施
、
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
活
用
支
等
ご
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

Ⅴ　

浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛
隊

　

艦
艇
の
物
資
補
給
基
地
誘
致

　

に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

Ⅳ　

浜
田
海
上
保
安
部
の

　
　
　

機
能
強
化
に
つ
い
て

　

山
陰
自
動
車
道
の
開
通
と
県
西

部
の
産
業
振
興
及
び
経
済
発
展
を

見
据
え
た
物
流
拠
点
と
し
て
更
な

る
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
第
２

期
敷
地
造
成
に
向
け
島
根
県
へ
の

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

（2）
団
地
進
入
道
路
の
拡
幅
・

迂
回
路
の
開
設
に
つ
い
て

　

更
な
る
機
能
充
実
と
利
便
性
向

上
の
た
め
浜
田
Ｉ
Ｃ
や
江
津
道
路

と
直
結
し
た
道
路
整
備
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

 

２
．
浜
田
美
都
線
と
臨
港
道
路

福
井
４
号
線
を
接
続
す
る
ラ
ン
プ

整
備
に
つ
い
て

 

３
．
都
市
計
画
道
路
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
ロ
ー
ド
線
の
整
備
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
道
路
に
計
画
さ
れ
て

い
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ロ
ー
ド
線
の

早
期
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。
港

湾
計
画
の
早
期
実
現
に
も
関
連
す

　

浜
田
自
動
車
道
の
旭
Ｉ
Ｃ
～
大

朝
Ｉ
Ｃ
間
の
う
ち
、
約
１
１.

２

Ｋ
ｍ
を
２
車
線
か
ら
４
車
線
に
拡

幅
す
る
事
業
が
決
定
し
た
。
公
共

事
業
が
減
少
す
る
中
、
地
元
企
業

の
事
業
継
続
や
雇
用
を
守
る
た
め

に
、
地
元
事
業
者
の
受
注
機
会
が

確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
地
元
敷
材

の
需
要
拡
大
と
な
る
よ
う
関
係
機

関
へ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
。

　

浜
田
港
の
更
な
る
利
活
用
促
進

の
た
め
、
巡
視
船
の
増
強
な
ど
、

浜
田
海
上
保
安
部
の
機
能
強
化
に

向
け
て
格
別
の
ご
高
配
を
お
願
い

し
た
い
。

１
．
浜
田
城
山
の
活
用
策
に

つ
い
て

 

３
．
浜
田
ら
し
い
サ
イ
ン
の

　
　
　

統
一
に
つ
い
て

 
４
．
石
見
神
楽
拠
点
施
設
の

　
　
　

早
期
整
備
に
つ
い
て

６
．
積
極
的
な
脱
炭
素
推
進
に

つ
い
て

（1）
第
2
期
造
成
に
つ
い
て

（1）
公
設
冷
凍
冷
凍
冷
蔵
庫
の
整
備

に
つ
い
て

　

現
在
、
浜
田
美
都
線
か
ら
臨
港

道
路
福
井
４
号
線
、
ま
た
そ
の
逆

も
含
め
利
用
す
る
に
は
、
山
陰
道

浜
田
港
Ｉ
Ｃ
付
近
で
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
利
用
し
て
い
る
。
浜
田
美
都
線

と
臨
港
道
路
福
井
４
号
線
を
接
続

す
る
ラ
ン
プ
整
備
を
お
願
い
し
た

い
。

 

４
．
浜
田
市
共
通
商
品
券
の　

　
　

利
用
促
進
に
つ
い
て

(2)
水
産
業
界
へ
の
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン

就
労
希
望
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
充

実
（
就
労
、
居
住
等
生
活
関
連
支
援
）

に
つ
い
て

７
．
浜
田
駅
前
エ
リ
ア
の

　
　

性
化
に
つ
い
て

　

漁
獲
物
の
大
量
保
管
お
よ
び
供

給
の
安
定
化
、
外
来
船
の
誘
致
促

進
、
高
鮮
度
維
持
に
向
け
た
公
設

の
大
型
冷
凍
冷
蔵
庫
の
整
備
を
お

願
い
し
た
い
。

　

(2)
産
学
官
金
民
連
携
に
よ
る
地

域
脱
炭
素
の
実
効
体
制
の
確
立
。

　

(3)
浜
田
市
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
発

信
。
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
公
共
施

設
の
再
エ
ネ
導
入
を
浜
田
市
自
ら

実
行
。
脱
炭
素
に
取
組
む
事
業
者

へ
の
積
極
的
な
評
価
・
支
援
。

　

(4)
脱
炭
素
推
進
事
業
は
市
内
の

土
木
建
設
、
電
気
工
事
等
、
多
く

の
分
野
で
仕
事
を
生
み
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
地
域
企
業
の
成
長
、

そ
こ
に
携
わ
る
多
く
の
市
民
の
可

処
分
所
得
の
向
上
、
ひ
い
て
は
人

口
減
少
歯
止
め
へ
の
貢
献
に
繋
が

る
事
を
啓
発
し
、
事
業
の
推
進
力

向
上
を
図
る

　

8
月
22
日
、
浜
田
市
役
所
に
お

い
て
浜
田
市
長
・
市
議
会
議
長
へ

要
望
書
を
提
出
致
し
ま
し
た
。
要

望
事
項
は
各
部
会
で
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
内
容
を
中
心
に
継
続
分
を

加
え
た
全
26
項
目
で
す
。
概
要
に

つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す

 

４
．
浜
田
自
動
車
道
４
車
線
化

　
　
　

工
事
の
地
元
事
業
者
へ　

　
　
　

の
工
事
発
注
に
つ
い
て

　

地
域
の
消
費
が
冷
え
込
み
、
市

内
事
業
者
へ
の
影
響
が
拡
大
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
地
域
景
気
対

策
と
し
て
、
「
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き

商
品
券
」
の
再
発
行
を
ご
検
討
頂

き
た
い
た
い
。

　

三
桜
酒
造
跡
地
の
公
共
的
活
用

が
新
た
な
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が

　

「
石
見
神
楽
を
創
り
出
し
た
ま

ち
浜
田
」
と
し
て
中
心
的
な
役
割

を
担
う
拠
点
施
設
の
整
備
が
急
務

で
あ
る
。
浜
田
市
民
の
財
産
で
あ

り
当
地
域
を
代
表
す
る
観
光
資
源

で
も
あ
る
」
石
見
神
楽
を
全
国
・

る
よ
う
現
在
施
工
中
の
浜
田
港
長

浜
地
区
臨
海
道
路
福
井
長
浜
線
の

竣
工
に
合
わ
せ
た
着
手
を
お
願
い



(3) 令和7年9月15日（発行定日15日） 第434号

　　

77
月月
2323
日日((

水
）
、
浜
田
市
ま

水
）
、
浜
田
市
ま

ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ
に
て
、
第

ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ
に
て
、
第

22
回
「
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス

回
「
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス

等
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」
を
開

等
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
地
域
企
業

　

こ
の
発
表
会
は
、
地
域
企
業

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度

を
高
め
る
と
と
も
に
、
マ
ス
コ

を
高
め
る
と
と
も
に
、
マ
ス
コ

ミ
や
消
費
者
へ
の
直
接
ア
ピ
ー

ミ
や
消
費
者
へ
の
直
接
ア
ピ
ー

ル
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

ル
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
元
企
業
の
活
性
化
を
図
る
こ

地
元
企
業
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
参
加
企
業
間
や
報
道
機
関

た
、
参
加
企
業
間
や
報
道
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
新

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創

出
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

出
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

　

参
加
要
件
は
「
発
売
か
ら

　

参
加
要
件
は
「
発
売
か
ら
11

年
以
内
、
ま
た
は
半
年
以
内
に

年
以
内
、
ま
た
は
半
年
以
内
に

発
表
予
定
の
商
品
」
ま
た
は
「
創

発
表
予
定
の
商
品
」
ま
た
は
「
創

業業
33
年
以
内
の
事
業
者
」
と
し
、

年
以
内
の
事
業
者
」
と
し
、

今
回
は

今
回
は
77
社社
88
名
の
方
に
ご
発

名
の
方
に
ご
発

表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
タ
イ
ム
終
了
後
に

　

プ
レ
ゼ
ン
タ
イ
ム
終
了
後
に

は
交
流
タ
イ
ム
と
し
て
メ
デ
ィ

は
交
流
タ
イ
ム
と
し
て
メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
直
接
的
な
取
材
の
時

ア
か
ら
の
直
接
的
な
取
材
の
時

間
や
、
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス

間
や
、
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス

の
体
験
や
試
食
会
を
行
い
、
参

の
体
験
や
試
食
会
を
行
い
、
参

加
者
同
士
も
交
流
を
深
め
て
い

加
者
同
士
も
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。
今
月
・
来
月
号
で
紹

ま
し
た
。
今
月
・
来
月
号
で
紹

介
い
た
し
ま
す
。

介
い
た
し
ま
す
。

だ

し

の

外

ノ

浦

　

　

　

　

十

太

屋

　

　

　

浜

田

市

殿

町

代

表　

中

里

千

花

子

さ

ん

☎

０

９

０-

３

６

３

７-

３

５

３

１InstagramInstagram

HPHP

　

播
磨
屋
塗
匠
株
式
会
社
の
春

　

播
磨
屋
塗
匠
株
式
会
社
の
春

日
営
業
課
長
は
、
特
殊
な
モ
ル

日
営
業
課
長
は
、
特
殊
な
モ
ル

タ
ル
を
使
い
、
石
や
木
、
レ
ン

タ
ル
を
使
い
、
石
や
木
、
レ
ン

ガ
の
質
感
を
リ
ア
ル
に
再
現
す

ガ
の
質
感
を
リ
ア
ル
に
再
現
す

る
「
特
殊
造
形
（
デ
ザ
イ
ン
コ

る
「
特
殊
造
形
（
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
リ
ー
ト
）
」
に
つ
い
て
発
表

ン
ク
リ
ー
ト
）
」
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

▲発表を行う中里さん

播

磨

屋

塗

匠

㈱

　

　

浜

田

市

殿

町

代

表

取

締

役 

　

尾

前

豊

さ

ん

☎

０

８

５

５-

２

２-
０

８

０

８

HPHP

InstagramInstagram

　

株
式
会
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ハ
ン

　

株
式
会
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ハ
ン

ド
の
田
野
島
社
長
は
、
新
サ
ー

ド
の
田
野
島
社
長
は
、
新
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
「
車
両
回
送
事
業
」

ビ
ス
と
し
て
「
車
両
回
送
事
業
」

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
来
の
乗
用
車
に
加
え
、
建

　

従
来
の
乗
用
車
に
加
え
、
建

設
・
産
業
機
械
や
中
古
車
、
レ

設
・
産
業
機
械
や
中
古
車
、
レ

ン
タ
カ
ー
な
ど
も
対
象
に
、
法

ン
タ
カ
ー
な
ど
も
対
象
に
、
法

人
・
個
人
問
わ
ず
車
両
を
目
的

人
・
個
人
問
わ
ず
車
両
を
目
的

地
へ
回
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

地
へ
回
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
レ
ン
タ
カ
ー
利

　

き
っ
か
け
は
レ
ン
タ
カ
ー
利

用
者
か
ら
の
何
気
な
い
一
言
で
、

用
者
か
ら
の
何
気
な
い
一
言
で
、

同
業
他
社
が
少
な
い
中
で
徐
々

同
業
他
社
が
少
な
い
中
で
徐
々

に
依
頼
が
増
え
て
い
る
と
の
こ

に
依
頼
が
増
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
主
業
務
の
軽
作
業
に

と
で
す
。
主
業
務
の
軽
作
業
に

加
え
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
回
送
運

加
え
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
回
送
運

送
の
分
野
に
も
力
を
入
れ
て
お

送
の
分
野
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
よ
り
多
く
の
方
に
サ
ー
ビ

り
、
よ
り
多
く
の
方
に
サ
ー
ビ

ス
を
知
っ
て
利
用
し
て
ほ
し
い

ス
を
知
っ
て
利
用
し
て
ほ
し
い

と
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

と
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
だ
し
の
外
ノ
浦
十
太
屋
」
代

　

「
だ
し
の
外
ノ
浦
十
太
屋
」
代

表
・
中
里
さ
ん
は
、
新
商
品
「
ど

表
・
中
里
さ
ん
は
、
新
商
品
「
ど

こ
で
も
美
肌
お
守
り
ス
ー
プ
」

こ
で
も
美
肌
お
守
り
ス
ー
プ
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ご
自
身
の
肌
の
悩
み
を
も
と

　

ご
自
身
の
肌
の
悩
み
を
も
と

に
考
案
さ
れ
た
ス
ー
プ
で
、
美

に
考
案
さ
れ
た
ス
ー
プ
で
、
美

肌
効
果
が
期
待
さ
れ
る
白
き
く

肌
効
果
が
期
待
さ
れ
る
白
き
く

ら
げ
と
カ
レ
イ
を
使
用
し
、
無

ら
げ
と
カ
レ
イ
を
使
用
し
、
無

添
加
に
こ
だ
わ
っ
て
開
発
さ
れ

添
加
に
こ
だ
わ
っ
て
開
発
さ
れ

た
商
品
で
す
。
浜
田
市
の
美
肌

た
商
品
で
す
。
浜
田
市
の
美
肌

補
助
金
を
活
用
し
て
商
品
化
さ

補
助
金
を
活
用
し
て
商
品
化
さ

れ
、
持
ち
運
び
や
す
い
パ
ウ
チ

れ
、
持
ち
運
び
や
す
い
パ
ウ
チ

型
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
仕
上
げ
ら

型
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
仕
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
和
風
醤
油
ベ
ー

れ
て
い
ま
す
。
和
風
醤
油
ベ
ー

ス
で
、
お
湯
や
水
で
も
手
軽
に

ス
で
、
お
湯
や
水
で
も
手
軽
に

美
味
し
く
召
し
上
が
る
こ
と
が

美
味
し
く
召
し
上
が
る
こ
と
が

で
き
、
日
々
の
栄
養
補
給
と
美

で
き
、
日
々
の
栄
養
補
給
と
美

第
２
回
新
商
品
新
サ
ー
ビ
ス
等

　
　
　
　
　

合
同
プ
レ
ス
発
表
会

特
殊
造
形

（
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

ど
こ
で
も
美
肌

お
守
り
ス
ー
プ

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
塗
装
・

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
塗
装
・

防
水
技
術
を
活
か
し
、
デ
ザ
イ

防
水
技
術
を
活
か
し
、
デ
ザ
イ

ン
性
の
高
い
空
間
づ
く
り
に
挑

ン
性
の
高
い
空
間
づ
く
り
に
挑

戦
。
今
ま
で
は
大
手
テ
ー
マ
パ
ー

戦
。
今
ま
で
は
大
手
テ
ー
マ
パ
ー

ク
等
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

ク
等
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
技
術
で
す
が
、
最
近
で

か
っ
た
技
術
で
す
が
、
最
近
で

は
個
人
住
宅
や
店
舗
か
ら
の
依

は
個
人
住
宅
や
店
舗
か
ら
の
依

頼
も
増
え
て
い
ま
す
。

頼
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

出
雲
支
店
に
は
こ
の
技
術
で

　

出
雲
支
店
に
は
こ
の
技
術
で

外
観
を
南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
風

外
観
を
南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
風

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
シ
ョ
ー

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
が
あ
り
、
「
見
て
・
触
れ

ル
ー
ム
が
あ
り
、
「
見
て
・
触
れ

て
」
体
験
で
き
る
空
間
と
し
て

て
」
体
験
で
き
る
空
間
と
し
て

Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

肌
ケ
ア
を
両
立
で
き
る
ス
ー
プ

肌
ケ
ア
を
両
立
で
き
る
ス
ー
プ

と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

▲発表を行う春日さん

㈱

ヒ

ュ
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マ
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ハ
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浜
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車
両
回
送
事
業

▲発表を行う田野島さん

◇
中
国
地
方
商
工
会
議
所
連

◇
中
国
地
方
商
工
会
議
所
連

合
会
総
会
が

合
会
総
会
が
77
月月
33
日
（
木
）
、

日
（
木
）
、

　

広
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

　

広
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
、
当
所

催
さ
れ
、
当
所
11
号
議
員
で

号
議
員
で

三
浦
司
法
書
士
事
務
所
所
長

三
浦
司
法
書
士
事
務
所
所
長

の
三
浦
明
氏
が
中
国
経
済
産

の
三
浦
明
氏
が
中
国
経
済
産

業
局
長
表
彰

業
局
長
表
彰((

議
員
議
員))

を
受
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
明
氏
は
平
成

　

三
浦
明
氏
は
平
成
1616
年年
1111

月
１
号
議
員
に
就
任
以
来
現

月
１
号
議
員
に
就
任
以
来
現

在
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、
会

在
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、
会

議
所
運
営
に
協
力
す
る
と
と

議
所
運
営
に
協
力
す
る
と
と

も
に
、
商
工
業
の
発
展
と
地

も
に
、
商
工
業
の
発
展
と
地

域
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

域
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。

▲中国経済産業局局長 ( 左 ) から表彰を受ける三浦明氏

　

中
国
経
済
産
業
局
長

　
　
　

議
員
表
彰

　

１
号
議
員　

三
浦
明
氏



(4)第434号 令和7年9月15日（発行定日15日）

 「
海
の
日
」
記
念
式
典
開
催

「
海
の
日
」
海
洋
環
境
連
絡
会
21

　　

77
月月
2323
日
、
第

日
、
第
3838
回
石
央
地

回
石
央
地

区
日
韓
親
善
協
会
総
会
（
会
長

区
日
韓
親
善
協
会
総
会
（
会
長

　

櫨
山
陽
介
）
が
鈴
蘭
別
館
に

　

櫨
山
陽
介
）
が
鈴
蘭
別
館
に

てて
2525
名
の
参
加
者
の
も
と
、
開

名
の
参
加
者
の
も
と
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
昼
食
会
を

　

総
会
終
了
後
に
は
昼
食
会
を

開
き
、
駐
広
島
大
韓
民
国
総
領

開
き
、
駐
広
島
大
韓
民
国
総
領

事
館
よ
り
副
総
領
事　

李
秀
晶

事
館
よ
り
副
総
領
事　

李
秀
晶

氏
に
来
賓
い
た
だ
き
ま
し
た
。

氏
に
来
賓
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
食
会
前
の
ご
挨
拶
で
李
副

　

昼
食
会
前
の
ご
挨
拶
で
李
副

総
領
事
は
、
「
今
年
は
韓
日
国

総
領
事
は
、
「
今
年
は
韓
日
国

交
正
常
化

交
正
常
化
6060
周
年
と
い
う
記
念

周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
。
両
国
は
山
あ
り
谷

す
べ
き
年
。
両
国
は
山
あ
り
谷

あ
り
の
歴
史
を
乗
り
越
え
、
今

あ
り
の
歴
史
を
乗
り
越
え
、
今

で
は
年
間
一
千
万
人
以
上
が
往

で
は
年
間
一
千
万
人
以
上
が
往

来
す
る
も
っ
と
も
身
近
な
国
と

来
す
る
も
っ
と
も
身
近
な
国
と

な
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

な
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

第
43
回
総
会
開
催

浜
田
市
特
産
品
協
会

　　

77
月月
2222
日
公
立
大
学
法
人

日
公
立
大
学
法
人

島
根
県
立
大
学
理
事
長
兼
学

島
根
県
立
大
学
理
事
長
兼
学

長
山
下
氏
、
事
務
局
長
山
口

長
山
下
氏
、
事
務
局
長
山
口

氏
に
来
賓
い
た
だ
き
、
第

氏
に
来
賓
い
た
だ
き
、
第
3333

回
大
学
を
支
え
る
会

回
大
学
を
支
え
る
会  

総
会
を

総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

全
て
の
議
案
承
認
い
た
だ

　

全
て
の
議
案
承
認
い
た
だ

い
た
後
、
山
下
氏
に
「
島
根
創

い
た
後
、
山
下
氏
に
「
島
根
創

生
と
県
立
大
学
の
取
組
」
と

生
と
県
立
大
学
の
取
組
」
と

題
し
近
況
報
告
を
行
っ
て
い

題
し
近
況
報
告
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　

島
根
県
立
大
学
第

　

島
根
県
立
大
学
第
44
期
中
期
中

期
目
標
に
お
い
て
「
地
域
貢

期
目
標
に
お
い
て
「
地
域
貢

献
・
教
育
重
視
型
大
学
」
を
最

献
・
教
育
重
視
型
大
学
」
を
最

重
要
ワ
ー
ド
に
掲
げ
、
①
人

重
要
ワ
ー
ド
に
掲
げ
、
①
人

口
減
少
、
②
入
試
環
境
、
③

口
減
少
、
②
入
試
環
境
、
③

ク
オ
ー
タ
ー
制
、
④
異
文
化
研

ク
オ
ー
タ
ー
制
、
④
異
文
化
研

修
、
⑤
教
員
不
足
、
⑥
地
域
医

修
、
⑤
教
員
不
足
、
⑥
地
域
医

 

第
38
回
総
会
開
催

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会

ま
た
、
若
い
世
代
の
交
流
の
重

ま
た
、
若
い
世
代
の
交
流
の
重

要
性
に
触
れ
、
「
島
根
県
立
大
学

要
性
に
触
れ
、
「
島
根
県
立
大
学

と
い
う
地
域
の
資
源
を
活
か
し
、

と
い
う
地
域
の
資
源
を
活
か
し
、

浜
田
市
が
次
世
代
の
韓
日
交
流

浜
田
市
が
次
世
代
の
韓
日
交
流

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
国
籍
を
問
わ
ず
和

　

出
席
者
は
国
籍
を
問
わ
ず
和

や
か
に
交
流
し
、
有
意
義
な
ひ

や
か
に
交
流
し
、
有
意
義
な
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ

　

当
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
築
い
て
き
た
日
韓
の
友
好

ま
で
築
い
て
き
た
日
韓
の
友
好

関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
両

関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
両

国
の
さ
ら
な
る
連
携
の
架
け
橋

国
の
さ
ら
な
る
連
携
の
架
け
橋

と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層
積
極

と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　　

77
月月
2525
日
、
「
海
の
日
」
記
念

日
、
「
海
の
日
」
記
念

式
典
（
「
海
の
日
海
洋
環
境
連
絡

式
典
（
「
海
の
日
海
洋
環
境
連
絡

会会
2121　

会
長　

櫨
山
陽
介
）
が

　

会
長　

櫨
山
陽
介
）
が

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
に
お
い
て

ル
に
お
い
て
浜
田
市
久
保
田
市

浜
田
市
久
保
田
市

長
様
代
理
を
は
じ
め
総
勢

長
様
代
理
を
は
じ
め
総
勢
3939
名名

が
出
席
し
、

が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た
。。

　

冒
頭
で
中
国
運
輸
局
島
根
運

　

冒
頭
で
中
国
運
輸
局
島
根
運

輸
支
局
小
早
川
支
局
長
よ
り
国

輸
支
局
小
早
川
支
局
長
よ
り
国

土
交
通
大
臣
式
辞
を
代
読
し
て

土
交
通
大
臣
式
辞
を
代
読
し
て

い
た
だ
き
、
海
事
関
係
功
労
者

い
た
だ
き
、
海
事
関
係
功
労
者

に
対
し
て
感
謝
を
述
べ
ら
れ
て

に
対
し
て
感
謝
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
お
い
て
は
、
初
め

　

表
彰
式
に
お
い
て
は
、
初
め

に
中
国
運
輸
局
長
表
彰

に
中
国
運
輸
局
長
表
彰
11
名
、
名
、

中
国
運
輸
局
島
根
運
輸
支
局
長

中
国
運
輸
局
島
根
運
輸
支
局
長

表
彰
表
彰
33
名
、
海
上
保
安
庁
長
官

名
、
海
上
保
安
庁
長
官

表
彰
表
彰
33
名
、
第
八
管
区
海
上
保

名
、
第
八
管
区
海
上
保

安
本
部
長
表
彰

安
本
部
長
表
彰
55
名
、
公
益
財

名
、
公
益
財

団
法
人
海
上
保
安
協
会
会
長
表

団
法
人
海
上
保
安
協
会
会
長
表

彰彰
22
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
中
国
電

　

式
典
終
了
後
に
は
、
中
国
電

力
㈱
三
隅
発
電
所
長　

平
岡
正

力
㈱
三
隅
発
電
所
長　

平
岡
正

行
氏
を
講
師
に
「
中
国
電
力
グ

行
氏
を
講
師
に
「
中
国
電
力
グ

ル
ー
プ
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ル
ー
プ
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

ラ
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
記
念
講
演
会
を
行
い

と
題
し
て
記
念
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
祝
賀
会
を
行

　

そ
の
後
、
記
念
祝
賀
会
を
行

い
、
「
海
の
日
」
の
理
解
を
深
め

い
、
「
海
の
日
」
の
理
解
を
深
め

る
と
共
に
表
彰
者
へ
の
労
い
や

る
と
共
に
表
彰
者
へ
の
労
い
や

参
加
者
同
士
の
懇
親
を
深
め
ま

参
加
者
同
士
の
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。

し
た
。

療
・
医
療

療
・
医
療
М
ａ
ａ
ｓ

М
ａ
ａ
ｓ
、
⑦
就
職
、

、
⑦
就
職
、

⑧
地
域
貢
献
の

⑧
地
域
貢
献
の
88
つ
の
観
点

つ
の
観
点

か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
員
・
医
療
従
事
者
の
な
り

教
員
・
医
療
従
事
者
の
な
り

手
不
足
解
消
に
向
け
た
看
護

手
不
足
解
消
に
向
け
た
看
護

学
科
推
薦
枠
や
地
域
教
員
枠

学
科
推
薦
枠
や
地
域
教
員
枠

等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
山
下
氏
か
ら
は

明
が
あ
り
、
山
下
氏
か
ら
は

「
県
民
か
ら
の
期
待
に
応
え
る

「
県
民
か
ら
の
期
待
に
応
え
る

存
在
意
義
の
高
い
大
学
に
し
、

存
在
意
義
の
高
い
大
学
に
し
、

地
域
に
貢
献
す
る
人
材
育
成

地
域
に
貢
献
す
る
人
材
育
成

に
努
め
て
い
き
た
い
。
」
と
述

に
努
め
て
い
き
た
い
。
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
館

　

ま
た
、
当
館
11
Ｆ
の
「
浜

Ｆ
の
「
浜

田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ
」

田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ
」

に
お
い
て
も
公
開
講
座
や
ゼ

に
お
い
て
も
公
開
講
座
や
ゼ

ミ
学
習
等
で
多
数
の
県
立
大

ミ
学
習
等
で
多
数
の
県
立
大

学
生
さ
ん
に
利
用
い
た
だ
い

学
生
さ
ん
に
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
当
会
と
い
た

て
お
り
ま
す
。
当
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
よ
り
一
層
島
根

し
ま
し
て
も
よ
り
一
層
島
根

県
立
大
学
と
協
働
し
活
動
し

県
立
大
学
と
協
働
し
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　　

77
月月
1414
日
、
第

日
、
第  

4343
回
浜
田

回
浜
田

市
特
産
品
協
会
総
会
（
会
長

市
特
産
品
協
会
総
会
（
会
長

　

江
木
修
二
）
を
浜
田
ワ
シ

　

江
木
修
二
）
を
浜
田
ワ
シ

ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て

ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
浜

　

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
浜

田
市
産
業
経
済
部
産
業
振
興

田
市
産
業
経
済
部
産
業
振
興

課
の
大
谷
課
長
、
浜
田
商
工

課
の
大
谷
課
長
、
浜
田
商
工

会
議
所
の
田
村
専
務
理
事
に

会
議
所
の
田
村
専
務
理
事
に

ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
会
員

　

総
会
に
は
会
員
3232
名
中
、
出

名
中
、
出

席席
2121
名
、
委
任
状
提
出

名
、
委
任
状
提
出
88
名名

の
計
の
計
2929
名
が
出
席
し
、
令
和

名
が
出
席
し
、
令
和

66
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び

年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び

収
支
決
算
（
監
査
報
告
）
、
令

収
支
決
算
（
監
査
報
告
）
、
令

和和
77
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）

な
ら
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に

な
ら
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
33
回
総
会
開
催

大
学
を
支
え
る
会

本
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み

本
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
「
新
商
品
・
新
サ
ー

と
し
て
、
「
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
等
合
同
プ
レ
ス
発
表
会

ビ
ス
等
合
同
プ
レ
ス
発
表
会

へ
の
積
極
的
な
参
加
」
お
よ
び

へ
の
積
極
的
な
参
加
」
お
よ
び

「
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
作
成
」

「
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
作
成
」

を
掲
げ
、
地
域
経
済
の
活
性

を
掲
げ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
一
層
貢
献
し
て
ま
い
り

化
に
一
層
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。
総
会
終
了
後
に
は
懇

ま
す
。
総
会
終
了
後
に
は
懇

親
会
も
催
さ
れ
、
会
員
同
士

親
会
も
催
さ
れ
、
会
員
同
士

が
親
睦
を
深
め
る
和
や
か
な

が
親
睦
を
深
め
る
和
や
か
な

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

▲総会の様子総会の様子

▲ご挨拶を述べる李副総領事ご挨拶を述べる李副総領事

▲表彰式の様子表彰式の様子

▲近況報告を行う山下氏近況報告を行う山下氏



(5) 令和7年9月15日（発行定日15日） 第434号

［  浜田商工会議所 青年部だより － 9月号 － ］
〒 697-0026 浜田市田町 1668〒 697-0026 浜田市田町 1668

　7月 28 日 ( 月 )、浜田商工会議所青年部 7月例会を浜田商工会議所３F会議室 AB にて開催いたしました。今

回の例会は青年部の広報で使用するアプリ Canva( キャンバ )について、メンバーに知識を身につけてもらい、

青年部や各事業者の広報に活用していただく事を目的として行われました。

　講師には、企画委員会委員長の湯浅幸恵さんに、Canva( キャンバ )について基本的操作等をお話していただ

く講習会を開催いたしました。モニターを使い作業の手順を一つ一つ教わりながら、画像や文字の編集を

メンバー全員でおこないました。今後の広報に役立てていきたいと思います。

７月例会について 企画委員会委員　松尾 明美

▲講師　湯浅幸恵氏講師　湯浅幸恵氏 ▲ 7月例会の参加者7月例会の参加者 Csnva( ｷｬﾝﾊﾞ ) 講習の様子Csnva( ｷｬﾝﾊﾞ ) 講習の様子
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１.　会議所会員加入承諾について

  協議事項

会議所月報

  報告事項 「萩・石見空港の利用促進について」

　　説明者：島根県地域振興部

　　　　 次長　小畑芳夫　氏

　　　　 益田市交通対策課

　　　　 空港対策室室長　高橋輝吉　氏

新入会員のご案内　　ご入会いただきありがとうございます(敬称略）

１.　１号議員職務執行者の変更について
　株式会社中電工浜田営業所

　　　　　　　　所長　五明田 研　氏

　　　　　　　 （前任者：福田史樹　氏）

 事業説明

企業名企業名 所在地所在地 代表者名代表者名 事業内容事業内容

福原ピアノ教室福原ピアノ教室 浜田市錦町浜田市錦町 福原　雪福原　雪 音楽講師音楽講師

スワンコーポレーション㈱スワンコーポレーション㈱ 浜田市殿町浜田市殿町 多久和　貴子多久和　貴子 小売業小売業

鉄板ダイニングフィレンツェ鉄板ダイニングフィレンツェ 浜田市浅井町浜田市浅井町 鳥谷　修鳥谷　修 飲食業飲食業

本年度は役員議員選任・選挙の年です！
浜田商工会議所選挙告示第２号浜田商工会議所選挙告示第２号

　浜田商工会議所議員選挙及び選任規約第 3条第 2項の規定により、1号議員の選挙を告示します。　浜田商工会議所議員選挙及び選任規約第 3条第 2項の規定により、1号議員の選挙を告示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 7年 8月 29 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 7年 8月 29 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜田商工会議所選挙管理委員長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜田商工会議所選挙管理委員長

　１.　投票日時　　　　　　　　令和７年１０月２日　午前９時～午後５時
　２.　場所　　　　　　　　　　浜田商工会議所
　３.　１号議員定数　　　　　　４６名
　４.　立候補届出期間　　　　　令和７年８月２９日　午前９時～　９月２２日　午後５時
　５.　開票日及び場所　　　　　令和７年１０月２日　浜田商工会議所

《新役員・議員選任までの日程》

　　　８月２９日（金）　　　　　　・・・・・・・・・・　　　　　１号議員選挙告示・立候補届出受付
　　　９月２２日（月）　　　　　　・・・・・・・・・・　　　　　立候補届出締切り
　　　１０月２日（木）　　　　　　・・・・・・・・・・　　　　　１号議員投開票日
　　　１０月３１日（金）　　　　　   ・・・・・・・・・・　　　　　役員・議員選任臨時総会

《問い合わせ先》　　浜田商工会議所　総務課　☎ 0855-22-3025 FAX0855-22-5400《問い合わせ先》　　浜田商工会議所　総務課　☎ 0855-22-3025 FAX0855-22-5400

２.　市長・県知事要望について
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浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫

概　　　況概　　　況
１．雇用状況１．雇用状況
　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、
令和７年４月が1.27倍、５月が1.21倍、６月が1.20倍で推令和７年４月が1.27倍、５月が1.21倍、６月が1.20倍で推
移し、３ヶ月間（４月～６月）の対前年同期比較でみると、移し、３ヶ月間（４月～６月）の対前年同期比較でみると、
前年の1.27倍に対し、今年は1.23倍と低下している。前年の1.27倍に対し、今年は1.23倍と低下している。

２．２．漁業水揚高状況漁業水揚高状況
　令和７年４月～６月の漁業水揚高は、数量が3,151ｔ、　令和７年４月～６月の漁業水揚高は、数量が3,151ｔ、
金額は642百万円となっており、前年同期と比較し、数量金額は642百万円となっており、前年同期と比較し、数量
は6.7％の減少、金額は15.9％の減少となっている。は6.7％の減少、金額は15.9％の減少となっている。
　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が3.2％　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が3.2％
の減少、巾着は39.4％の減少、イカ釣は30.8％の増加等との減少、巾着は39.4％の減少、イカ釣は30.8％の増加等と
なっている。なっている。

３．３．島根県信用保証協会保証承諾状況島根県信用保証協会保証承諾状況
　島根県信用保証協会浜田支店における令和７年４月～６　島根県信用保証協会浜田支店における令和７年４月～６
月の保証承諾は、131件の1,912百万円となっており、前年月の保証承諾は、131件の1,912百万円となっており、前年
同期と比較し件数は12件の減少、金額は203百万円の増加同期と比較し件数は12件の減少、金額は203百万円の増加
となっている。となっている。

４．４．瓦の生産・出荷状況瓦の生産・出荷状況
　　石州瓦工業組合の調査によると、令和７年４月～６月の石州瓦工業組合の調査によると、令和７年４月～６月の
瓦の生産枚数は、2,030千枚で前年同期比31.9％の減少、出瓦の生産枚数は、2,030千枚で前年同期比31.9％の減少、出
荷枚数は2,160千枚で同22.5%の減少となっている。荷枚数は2,160千枚で同22.5%の減少となっている。

５．５．公共工事請負契約状況公共工事請負契約状況
　　浜田地区における令和７年４月～６月の公共工事請負金浜田地区における令和７年４月～６月の公共工事請負金
額は4,483百万円となっており、前年同期と比較し54.8％の額は4,483百万円となっており、前年同期と比較し54.8％の
減少、益田地区は8,314百万円で同6.6％の減少となってい減少、益田地区は8,314百万円で同6.6％の減少となってい
る。る。
※�川本地区は県央地区に、津和野地区は益田地区に含まれ※�川本地区は県央地区に、津和野地区は益田地区に含まれ
るる

令和７年６月の月間有効求人倍率、（　）内は令和６年６月令和７年６月の月間有効求人倍率、（　）内は令和６年６月

（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）

全　県全　県 松江管内松江管内 出雲管内出雲管内 大田管内大田管内 益田管内益田管内 浜田管内浜田管内

1.231.23 1.221.22 1.211.21 1.041.04 1.441.44 1.201.20

（1.34）（1.34） （1.33）（1.33） （1.27）（1.27） （1.22）（1.22） （1.60）（1.60） （1.33）（1.33）

⑴　水揚高（ｔ）⑴　水揚高（ｔ）

⑵　水揚金額（百万円）⑵　水揚金額（百万円）

単位：百万円単位：百万円

（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）

（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）

漁業種類漁業種類
令和令和５５年年
４月～４月～
６月６月

令和令和６６年年
４月～４月～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和令和７７年年
４月～４月～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 341341 419419 22.922.9 379379 ▲9.5▲9.5

機船巾着網機船巾着網 2,8382,838 2,6812,681 ▲5.5▲5.5 2,1282,128 ▲20.6▲20.6

い か 釣い か 釣 2323 1212 ▲47.8▲47.8 2323 91.791.7

定 置 網定 置 網 6767 9393 38.838.8 536536 476.3476.3

一 本 釣一 本 釣 4747 6161 29.829.8 5151 ▲16.4▲16.4

そ の 他そ の 他 3939 3333 ▲15.4▲15.4 1212 ▲63.6▲63.6

陸 送陸 送 2222 7777 250.0250.0 2121 ▲72.7▲72.7

合 計合 計 3,3783,378 3,3763,376 ▲0.1▲0.1 3,1513,151 ▲6.7▲6.7

漁業種類漁業種類
令和令和５５年年
４月～４月～
６月６月

令和令和６６年年
４月～４月～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和令和７７年年
４月～４月～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 226226 315315 39.439.4 305305 ▲3.2▲3.2

機船巾着網機船巾着網 478478 327327 ▲31.6▲31.6 198198 ▲39.4▲39.4

い か 釣い か 釣 2121 1313 ▲38.1▲38.1 1717 30.830.8

定 置 網定 置 網 3636 3131 ▲13.9▲13.9 7171 129.0129.0

一 本 釣一 本 釣 3030 3333 10.010.0 2424 ▲27.3▲27.3

そ の 他そ の 他 2020 1616 ▲20.0▲20.0 88 ▲50.0▲50.0

陸 送陸 送 5151 2828 ▲45.1▲45.1 1919 ▲32.1▲32.1

合 計合 計 862862 763763 ▲11.5▲11.5 642642 ▲15.9▲15.9

単位：件、百万円単位：件、百万円

（参考　資料出所　島根県信用保証協会）（参考　資料出所　島根県信用保証協会）

店・地区店・地区
令和６年４月～６年６月令和６年４月～６年６月 令和７年４月～７年６月令和７年４月～７年６月 増　　　減増　　　減
件数件数 金額金額 件数件数 金額金額 件数件数 金額金額

支店別支店別
浜田支店浜田支店 143143 1,7091,709 131131 1,9121,912 ▲12▲12 203203
益田支店益田支店 107107 1,6271,627 9393 825825 ▲14▲14 ▲802▲802
地区別地区別
浜 田 市浜 田 市 9090 1,2021,202 9393 1,6001,600 33 398398
江 津 市江 津 市 3939 392392 2525 142142 ▲14▲14 ▲250▲250
益 田 市益 田 市 9191 1,5251,525 　76　76 610610 ▲15▲15 ▲915▲915
島根県計島根県計 890890 11,78411,784 735735 9,5469,546 ▲155▲155 ▲2,238▲2,238

地区地区 令和６年令和６年
４月～６月４月～６月

令和７年令和７年
４月～６月４月～６月

対前年対前年
同期増減比（％）同期増減比（％）

浜 田 地 区浜 田 地 区 9,9279,927 4,4834,483 ▲54.8▲54.8
益 田 地 区益 田 地 区
（津和野含む） 8,8998,899 8,3148,314 ▲6.6▲6.6

県 央 地 区県 央 地 区 5,4085,408 3,2093,209 ▲40.7▲40.7
島根県合計島根県合計 57,57257,572 50,13350,133 ▲12.9▲12.9
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